
1 廃棄物の適正処理及び

                           リサイクルの推進

2 省資源、省エネルギー

3 化学物質の適正管理

4 グリーン購入の推進

　今年度みちのくＥＭＳ取得にむけて、達成基準３％ＵＰと明確な目標を定め取り組んだ。目標を定めること
によりリサイクル品の新規受入先の開拓、またリサイクル品の品種の拡大につながり、現時点では目標を大
幅に上回る10.73％として数値が表れた。

2

月１回幹部による施設内の点検の実施

環境への取り組みとして

毎週末、施設付近の河川、たんぼなど清
掃をし美化活動を実施しました。

安全への取り組みとして社内の担当者、社外の講師を迎え勉強会を実施しま
した。

地元消防署の協力を得て非常時訓練の実施。
ＡＥＤを使用。

株式会社宮城公害処理
2007年度目標

1 廃棄物の適正処理及びリサイクルの推進において

安全への取り組みとして

2007.4.1～2008.7.31

トップよりコメント

　目的・目標を計画し自主的に取り組んだ成果が数値として
表れ、みちのくＥＭＳへ取り組んだ効果があったと感じられ
る。今後もＰＤＣＡサイクルによる継続的な改善により会社
の向上に繋がるよう努力してほしいと思う。

環境責任者よりコメント

　１年間取り組んできた目標達成への一人一人の意識の改
革が見られ会社全体に浸透したと感じられる。引き続き継続
していきたいと思う。

　今まで意識せずに発注している商品などもグリーン購入するように注意し目標を大幅に上回っている。

　化学物質など薬品の徹底管理のため担当者を定め日々の点検が確実に行われた。記録としても残り安全
へとつながっている。

省資源、省エネルギーにおいて

　アイドリングストップなどによる燃費向上にお
いては、弊社の車両が特殊車両なこともありア
イドリングだけではまかなえず目標が達成する
月と達成しない月とがある。しかし、今まで車両
を使用した個人個人のモラルに任せていた車
両の清掃・管理などを車両ごとに担当者を決め
ることにより各担当者が稼働前に点検すること
が習慣となった。その他毎月1回責任者による
一斉点検を開始し清掃・管理の状況を発表す
ることにより清掃・管理が明確に結果として残る
ようになり安全へとつながっている。

3 化学物質の適正管理

4 グリーン購入の推進

この１年、目標の他にもいろいろなことに取り組みました！！


